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講師　中路　達郎氏(北海道大学苫小牧研究林准教授) 
参加無料�

苫小牧の森について，新しい“目”でみてみませんか？ 

お問い合わせ・申込み　苫小牧市美術博物館 0144-35-2550

6日(土)  

6月
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春の訪れとともに、今、私たちの周りの木々は
新緑の葉を茂らせています。この葉の“色”は四
季を通じて変化します。淡い緑から濃い緑、そ
して黄色や赤色…こういった色の変化は私たち
の目を楽しませてくれるだけでなく、その葉っ
ぱにどれくらい活性があるかの情報も教えてく
れます。たとえば、樹木の写真を毎日撮り続け
て解析すると、葉っぱの一生とその間の二酸化
炭素吸収能力を予測することができます。 
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さらに、赤や緑色だけでなく、私たちの目では
通常見ることのできない光の反射を特殊なカメ
ラで撮影すると、葉っぱの中に含まれる成分も
知ることができます。たとえば、葉の中の色素
量や、虫の嫌がる苦み成分や繊維質などです。
このような最新のセンシング技術を森の観察に
応用することで、樹木の栄養状態やストレス反
応をしらべる、そんな「診察」のような取組み
をすすめています。 

�������������

このような観測手法の研究以外にも、北大苫小
牧研究林では、多くの動植物を扱った研究がお
こなわれています。どんな人たちが何を調べて
いるのかといった概要も紹介しつつ、フィール
ドサイエンスの面白さについてお話ししたいと
思います。 

中路達郎（なかじたつろう） 
北海道大学苫小牧研究林 准教授 
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